








要約: インスリン依存性糖尿病は膵 B 細胞の破壊により、 インスリン分泌が枯渇してし

まうために起こる疾患である。外見上は全く健常な子ども達と異なることのない内部障害

の疾患であり、インスリン注射により健常児を同じ様な学校生活を送ることが出来る。学

校の対応、 患者家族が経験している学校に対する対応の問題点、 インスリン依存性糖尿

病患児が現実に成人した時の実態について調査した。数々の問題点はあるが、 大部分の

学校は適切に対応していることが伺えた。


